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コーパスに対する自動アノテーションツールの開発：係り受け解析において最適の係り
先を比較によって決定する手法の提案，述語項構造解析のための手法の事態名詞への拡
張を行い，システムの開発の過程で作成した共参照および項構造情報が付与されたコー
パスを公開した。 
コーパス管理ツールの開発：形態素・係り受け解析コーパス管理ツールに対していくつ
かの機能拡張を行った。特に、係り受け構造の表示機能の充実、および、高頻度の連続
・非連続のパターンのマイニング機能などを開発した。汎用アノテーションツールにつ
いてデータ構造の設計の詳細化といくつかの機能拡張を行った。さらに、Webベースのコ
ーパス検索ツールの開発を行った。 
大規模な固有表現辞書の構築：Wikipediaの構造情報を利用し、自動的に固有表現を抽出
する手法を提案し、実際に大規模な固有表現抽出を行った。抽出した大規模固有表現辞
書とコーパスからの統計的手法を組み合わせることにより、精度向上を図った。白書コ
アデータに対する固有表現タグ付け作業を行った。 
談話構造アノテーションツールの開発：文関係，共参照，項構造を記述するためセマン
ティックエディタの拡張を行った．一般化された木構造表示ユーザインタフェースの実
装を行い、談話構造や述語に対する統語的構成素の記述や文章の埋め込み構造、意味構
造を編集する機能をこのユーザインタフェースにプラグインする形で実装した。 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
 

10. キーワード 
  (1)  アノテーション             (2) 形態素解析                   (3) 統語解析             
  (4)  述語項構造解析             (5) コーパス                     (6) 照応解析             
  (7)  談話解析                   (8)  言語解析                                  (裏面に続く) 
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有 ６ ２ ０ ０ ７ 1-12 

 
著 者 名 論  文  標  題 

橋本泰一, 吉田恭祐, 野口正樹, 徳
永健伸, 田中穂積 
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自然言語処理 有 14 2 0 0 7 3-22 
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Mamoru Komachi, Ryu Iida, Ke
ntaro Inui and Yuji Matsumoto 
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雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Conference of the Pacific 
Association for Computational Linguistics 

有 10 2 0 0 7 120-128 
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発 表 者 名 発  表  標  題 
Yuji Matsumoto Corpus Annotation/Management Tools for the Project: Balanced Corpus 

of Contemporary Written Japanese 
学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

Third International Conference on Large-Scale Kn
owledge Resources 

2008年3月3日  東京工業大学 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

http://www.tokuteicorpus.jp/g_tool/index.php 

 
 


